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７
月
１６
、
１７
の
両
日
、
学

生
部
主
催
バ
ス
ツ
ア
ー
「
函

館
・
小
樽
探
訪
の
旅
」
が
開

催
さ
れ
た
。
日
高
文
夫
学
生

部
長
（
商
経

社
会
総
合
学

科
教
授
）
ら

に
引
率
さ
れ

た
学
生
３６
人
は
、
明
治
期
の

街
並
み
が
残
り
、
観
光
都
市

と
し
て
高
い
人
気
を
持
つ
両

都
市
を
訪
問
し
、
異
国
情
緒

を
満
喫
し
た
。

同
ツ
ア
ー
は
道
内
の
景
勝

地
を
訪
れ
、
自
然
や
風
土
に

触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
年

３
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

例
年
は
富
良
野
や
小
樽
な
ど

へ
の
日
帰
り
旅
行
が
実
施
さ

れ
て
い
た
が
、
今
回
は
学
生

か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、

初
の
宿
泊
研
修
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
し
た

一
行
は
途
中
、
有
珠
山
の
歴

史
や
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

伝
え
る
洞
爺
湖
町
の
「
火
山

科
学
館
」
、
新
日
本
三
景
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る

七
飯
町
の
「
大
沼
国
定
公

園
」
を
見
学
し
、
初
日
の
目

的
地
で
あ
る
函
館
市
に
到

着
。
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
明
治
末
期
に
建
造
さ
れ

た
ク
ラ
シ
カ
ル
な
「
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
群
」
と
、
教
会
な
ど

の
歴
史
的
建
造
物
が
多
数
残

る
「
元
町
」
を
散
策
し
た
。

学
生
た
ち
は
函
館
港
が
一
望

で
き
る
「
八
幡
坂
」
か
ら
の

景
色
に
感
動
し
て
い
た
。

２
日
目
は
函
館
朝
市
で
の

朝
食
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の

後
、
日
本
初
の
フ
ラ
ン
ス
築

城
方
式
の
星
型
要
塞
で
国
の

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
五
稜
郭
公
園
」を
訪
れ
、

昨
年
復
元
さ
れ
た
「
箱
館
奉

行
所
」
を
見
学
し
た
。

昼
食
後
、
羊
蹄
山
の
麓
で

天
然
湧
水
と
し
て
有
名
な
京

極
町
の
「
ふ
き
だ
し
公
園
」

に
立
ち
寄
り
、
山
麓
か
ら
湧

き
出
る
名
水
で
ノ
ド
を
潤
し

た
。
最
終
目
的
地
・
小
樽
市

で
は
運
河
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
し
た
後
、
自
由
行
動
と

な
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
運

河
沿
い
の
買
い
物
通
り
で
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
食
事
な
ど
を

思
い
思
い
に
楽
し
み
、
帰
路

に
つ
い
た
。

第
５８
回
北
海
道
地
区
大
学

体
育
大
会
が
７
月
に
行
わ

れ
、
本
学
か
ら
は
陸
上
競
技

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
柔
道
部

の
３
部
が
参
加
。
陸
上
競
技

の
円
盤
投
げ
で
土
本
堅
太
さ

ん
（
み
ど
り
２
・
北
海
道
常

呂
高
）
が
３２
㍍
６１
の
記
録
で

優
勝
し
た
。

土
本
さ
ん
は
砲
丸
投
げ
で

も
２
位
と
２
種
目
で
上
位
に

入
賞
。
「
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
で
き
ま
し
た
が
、
記
録
に

納
得
で
き
ま
せ
ん
。
北
海
道

学
生
選
手
権
（
９
月
２４
、
２５

日
）
で
は
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
上
位
入
賞
を
目
指
し

ま
す
」
と
話
し
た
。

高
田
明
行
さ
ん
（
み
ど
り

２
・
北
海
道
岩
見
沢
農
業

高
）
も
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
２

位
と
な
り
、
陸
上
競
技
部
が

投
て
き
競
技
で
活
躍
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
１
回
戦
で

は
こ
だ
て
未
来
大
学
に
１
―

０
で
勝
利
し
た
が
、
２
回
戦

で
札
幌
医
科
大
学
に
敗
退
。

連
覇
を
目
指
し
た
柔
道
部
は

善
戦
及
ば
す
、
予
選
リ
ー
グ

敗
退
に
終
わ
っ
た
。

第
１５
回
専
修
大
学
北
海
道

短
期
大
学
同
窓
会
道
央
支
部

懇
親
会
が
、
７
月
１５
日
、
札

幌
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

札
幌
市
近
郊
に
居
住
す
る

同
窓
生
の
ほ
か
、
寺
本
千
名

夫
学
長
を
は
じ
め
と
し
た
教

職
員
、
退
職
さ
れ
た
教
員
ら

約
４０
人
が
出
席
し
、
旧
交
を

温
め
た
∥
写
真
。

井
鳥
隆
支
部
長
（
昭
４９
農

業
土
木
）
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
短
大
同
窓
会
の
英
伴
会

長
（
昭
４５
農
業
土
木
）
の
発

声
で
乾
杯
。
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。
最
後
に
田
中
貞
美
名

誉
教
授
（
元
学
長
）
が
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
常
松

哲
・
元
土
木
科
教
授
の
音
頭

で
万
歳
三
唱
。
再
会
を
期

し
、
散
会
し
た
。

建
設
機
械
等
の
技
能
講
習

が
９
月
に
美
唄
地
域
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

今
回
は
玉
掛
け
（
１
～
３

日
）
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
（
５
～
７
日
）
、
車
両
系

建
設
機
械
（
８
～
９
日
）
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
（
１０
～
１１

日
）
の
４
講
習
が
実
施
さ

れ
、
み
ど
り
の
総
合
科
学
科

の
学
生
延
べ
３６
人
が
受
講
。

学
生
た
ち
は
意
欲
的
に
講
習

に
取
り
組
ん
だ
。

９
月
７
日
に
は
小
型
移
動

式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
技
能
の

実
技
講
習
が
行
わ
れ
た
。
２

日
間
の
学
科
講
習
を
受
け
た

学
生
６
人
が
、
８
時
間
に
わ

た
り
、
み
っ
ち
り
と
実
技
に

取
り
組
ん
だ
。

玉
掛
け
と
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
の
２
種
目
を
受
講
し

た
斎
藤
佑
馬
さ
ん
（
み
ど
り

２
・
秋
田
県
鷹
巣
農
林
高
）

は
「
就
職
し
た
時
、
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
こ
れ
ら
の
資
格

が
応
用
で
き
る
と
思
う
の

で
、
在
学
中
に
取
得
し
て
お

き
た
い
と
思
い
、
挑
戦
し
ま

し
た
。
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
の
実
技
で
、
吊
荷
の
揺
れ

を
防
止
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

難
し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想

を
語
っ
た
。

美
唄
市
が
市
民
向
け
に
講

演
や
体
験
講
座
な
ど
を
行
う

「
び
ば
い
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」

（
同
市
教
育
委
員
会
主
催
、

全
１０
回
）
が

８
月
１９
日
か

ら
開
講
さ
れ
て
い
る
。
本
学

か
ら
は
２
教
員
が
講
師
と
し

て
協
力
し
、
地
域
の
方
々
の

生
涯
学
習
に
貢
献
し
て
い

る
。９

月
２
日

に
は
、
第
３

回
講
座
が
本

学
１
３
２
教

室
で
実
施
さ

れ
、
み
ど
り

の
総
合
科
学

科
の
溝
延
学

教
授
が
、「
野

菜
の
来
た
道

ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
編
」
と

題
し
、
講
演
を
行
っ
た
。

そ

さ
い

蔬
菜
園
芸
や
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
専
門
と
す
る
溝

延
教
授
は
、
美
唄
市
の
名
産

で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ル

ー
ツ
を
紹
介
。
「
現
在
、
我

々
が
口
に
し
て
い
る
野
菜
や

果
物
、
穀
物
は
先
人
た
ち
の

絶
え
間
ざ
る
試
行
錯
誤
の

末
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

す
」
と
語
り
、
原
種
の
植
物

が
選
抜
育
種
・
品
種
改
良

（
交
雑
育
種
）
さ
れ
、
現
在

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く

ま
で
の
過
程
を
丁
寧
に
解
説

し
た
。

な
お
、
１０
月
１４
日
に
は
、

商
経
社
会
総
合
学
科
の
髙
橋

義
博
教
授
が
「
な
ぜ
人
の
世

は
住
み
に
く
い
の
か
？
」

（
ピ
パ
オ
イ
の
里
プ
ラ
ザ
、

１３
時
３０
分
～
）
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
が
開
催
さ
れ
る
。

在学生のご父母を対象とした父母懇

談会を開催します。全体説明会、個別

面談のほか、修学状況の説明や進路相

談も行います。

当日はＪＲ美唄駅前～本学間の無料

送迎バスを運行します。詳しくは本学

ホームページでご確認ください。

 教務係 ☎０１２６（６３）０１０４

▲

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

の
運
転
技
能
実
技
講
習

◀

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
歴
史
に
つ
い
て

講
演
す
る
溝
延
教
授

４０人が旧交温める

第１５回短大同窓会

道央支部総会開く

初
の
宿
泊
研
修
で

「「函函館館・・小小樽樽」」をを訪訪ねねるる
火山科学館、大沼国定公園も見学

異
国
情
緒
を
満
喫

◀

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

函
館
市
内
を
散
策

「
び
ば
い
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」で

溝
延

教
授
が
講
演

み

ど

り

の

総
合
科
学
科

市
民
２６
人
が
熱
心
に
聴
講

▲ 五稜郭公園で記念撮影

▲ 有珠山噴火の歴史や現在の火山

活動に興味津々（火山科学館）

建設機械等技能講習を実施

学生部主催
バスツアー

みどりの総合科学科

学生延べ３６人が受講

◀

高
田
さ
ん
は
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
健
闘

第
５８
回
北
海
道
地
区
大
学
体
育
大
会

円
盤
投
げ
で
土
本
さ
ん
が
優
勝

高
田
さ
ん
は
ハ
ン
マ
ー
投
げ
２
位
に

▽日時＝１０月２２日（土）１４時～

▽会場＝本学キャンパス

秋秋期期父父母母懇懇談談会会ののごご案案内内

▲ 本学の近況を報告する寺本

学長（春期父母懇談会）

▶

円
盤
投
げ
を
制
し
た
土
本
さ
ん

第４９２号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）９月１５日（９）


